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1》鼎欝畷傭一一灘

　　　　　　　樋春北　マスのつかみどり

　5月28日（日）、樋春北地区でマスのつかみどりとバーベキュー大会が荒川の河
川敷で行われました。樋春北地区ならではの荒川の自然をいかした場所で行わ
れ、集まった親子は100人余り。参加したみなさんは、地区の親睦と親子のふ
れあいを深め、楽しい一日を過ごしました。
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鳶あいさつで明るく

　住みよい町づくり～

　
次
世
代
を
生
き
る
青
少
年
の
健
全
な
育
成
は
極
め

て
重
要
な
こ
と
で
す
。
昨
年
度
江
南
町
青
少
年
健
全

育
成
町
民
会
議
が
発
足
し
、
本
年
度
二
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
地
区
代
表
・
運
営
委
員
並
び
に
役
員
の
万

は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
長

副
会
長

　
〃
監
　
事

新
井
政
男
（
区
長
代
表
）

大
島
正
巳
（
学
校
代
表
）

水
野
龍
夫
（
民
生
・
児
童
委
員
代
表
）

大
島
　
清
（
賛
同
者
代
表
）

田
中
勝
治
（
少
年
指
導
委
員
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

江南町青少年健全育成町民会議組織（敬称略）

　　　　　　　　　　　　　　（順不同　O印地区代表者　□印運営委員）
班 地域 灘 氏　名 住　　所 電話 備　　　考 班 地域 Nα 氏　名1 住　　所 電話 備　　　考

1 成沢上

1 橋本寛助 成沢1093 3602 民生・児童委員

11 須賀広

圓 森田幸雄 須賀広240 0992 教育委員

2 井出　タニ 押切2566－3 2406 民生・児童委員 40 森田節子 須賀広240 0992 民生・児童委員

③ 船橋廣之 押切2527－9 3804 保護司 ＠ 松本久明 小江川2203－1 0200 社会教育委員代表

4 田口満男 押切2635－2 3013 商工会代表 42 岡田俊英 小江川2180－5 1628 少年指導委員

5 柴田英二郎 押切2640－40 5718 近隣高校PTA江南支部代表
12 野原

⑬ 木村武雄 野原748 2439 民生・児童委員

6 星野静子 押切2561－9 1057 民生・児童委員 44 関口正典 野原623 4302 教育委員

団 沢田信子 押切2577－1 0928 賛同者 45 宅森知克 野原966 2259 南小PTA代表

團 原田智宏 押切2624－3 6038 青少年相談員代表 13 ノ1轍陳 ⑯ 福田岸子 小江川1317 1650 民生・児童委員

2 成沢下

9 、馬場正一郎 成沢490－2 3505 民生・児童委員

14
小江拠

茜

⑰ 野本善司 小江川1574 1582 民生・児童委員

回 金子三男 成沢465－3 4891 御正駐在官 、48 井上和男 小江川2213－3 1014 民生・児童委員
11 関口喜治 成沢190－1 3546 区長会代表 49 佐藤武彦 小江川1865－1 5336 小原駐在官

囮 福田絹子 成沢505 2420 江南中PTA代表 國 田中勝治 小江川2071－1 2086 少年指導委員

3 三本

⑬ 小柴文代 三本1927－2 1168 教育委員 51 大久保洋子 小江川2105－3 0109 近隣高校PTA江南支部代表
14 小柴捷子 三本1927－2 1168 民生・児童委員 52 駒井健次 小江川2091－4 3110 主任児童委員
15 塚越忠雄 三本1613－2 4985 近隣高校PTA江南支部代表

15 塩

圃 中島武平 塩432 2307 保護司

4 上親田
⑯ 芝　市郎 上新田250 1806 民生・児童委員 54 中島文恵 塩432 2307 民生・児童委員
17 新井豊子 上新田404 4123 賛同者 55 中島　博 塩44－1 3645 近隣高校PTA江南支部代表

5 上押切

囮 新井政男 押切646 0210 区長会代表

16 板井

⑯ 飯島啓作 板井878－1 1369 民生・児童委員

圃 新井久平 三本1997－3 2451 民生・児童委員 57 宇治川太平 板井395－1 2078 民生・児童委員
20 笠原金久 押切802 0272 保護司 58 吉野美知子 板井715 1692 青少年育成推進員
21 新井コウ 押切696 2426 社会教育委員代表 59 宇治川智子 板井591 0328 幼稚園PTA代表
22 前川美佐保 押切701－1 4455 青少年育成推進員 17 柴 ⑳ 柴サツヱ 柴150 0930 民生・児童委員

6 下揮翅

⑳ 持田俊男 押切305 2138 民生・児童委員
18 千代

⑪ 木村巳美 千代108－1 2281 民生・児童委員

24 持田包雄 押切145－1 1574 教育委員 62 ，馬場正美 千代129－2 4872 近隣高校PTA江南支部代表

囮 大島　清 押切370 2373 賛同者 19 パーク ⑬ 村．L春蔵 押切2653－144 4174 民生・児童委員
26 永田光子 押切134 1020 主任児童委員 20 中央 ⑭ 富田昭一 中央3－10－8 2635 民生・児童委員

7 樋春繭
⑳ 滝田孝夫 樋春312 3930 民生・児童委員

21

幼稚園

　暇

掌、絞

囮 高田武男 江南幼稚園 3373 幼稚園長、保護司

國 高田　清 樋春326 1884 社会教育委員代表 66 古沢多実子 同上 同上 生徒指導主任

8 樋春滝 ⑳ 小島貴一 樋春996 4497 民生・児童委員 國 町田たか子 江南南小学校 1305 校長

9
御正新

田上

図 水野龍夫 樋春1952－5 1174 民生・児童委員 68 中野浩治 同上 同上 生徒指導主任

⑪ 高田　和 御正新田1133－1 0012 民生・児童委員 圓 大島正巳 江南北小学校 1389 校長
國 石嶋　正 御正新田1291－1 Ol82 商工会代表、賛同者 70 増田京子 同上 同上 生徒指導主任

33 工藤悦子 樋春1971－9 7468 青少年育成推進員 ，回 原口　明 江南中学校 1335 校長
34 茂木正則 樋春1973－3 0006 青少年相談員代表 72 杉田　功 同上 同上 生徒指導主任

101
御蕉新

困下

囮 森田富子 御正新田342 0857 青少年育成推進員・少年指導員

事獺

73 岡部　進 教育委員会 1521 教育長

⑳ 福島　豊 御正新田493 1722 賛同者 74 、蔦塚富弥 同上 同上 （健全育成担当）

37 船橋よし 御正新田570 1819 民生・児童委員 75 長谷川守 住民福祉課 同上 （健全育成担当）

圖 中山京子 御正新田330 0001 北小PTA代表

∂
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健
全
育
成
を
進
め
る
た
め
に
は
、
地

域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と
が
最
も
効

果
的
で
す
。
今
後
も
賛
同
者
が
増
え
、

意
見
を
述
べ
、
活
動
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
町
民
会
議
は
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
と
の
連
携
を

よ
り
密
に
し
て
、
三
者
が
一
体
と
な
っ

て
健
全
育
成
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
学
校
に
お
け
る
生
徒
指
導
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
児

童
・
生
徒
の
健
全
育
成
活
動
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
事
業
計
画
は
次
表
の
通
り

で
す
。家
庭
へ
の
お
願
い

平成7年度青少年健全育成町民会議活動計画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

○
い
じ
め
防
止
の
た
め
に

　
い
じ
め
問
題
が
タ
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
ま
す
。
い
じ
め
は
、
ぜ
ひ
無
く

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
い

じ
め
ら
れ
て
い
る
子
は
次
の
よ
う
な
変

化
（
サ
イ
ン
）
が
み
ら
れ
ま
す
。

①
急
に
性
格
が
暗
く
な
り
、
不
安
そ
う

　
に
お
ど
お
ど
し
た
り
、
口
数
が
減
る
。

②
親
の
前
で
わ
ざ
と
明
る
く
振
る
ま
っ

　
た
り
す
る
。

③
親
の
目
を
盗
ん
で
、
家
庭
か
ら
お
金

　
や
品
物
を
持
ち
出
す
。

④
買
い
与
え
た
も
の
が
な
く
な
っ
た
り

　
す
ぐ
に
壊
れ
て
い
た
り
す
る
。

⑤
ふ
だ
ん
と
違
っ
た
と
こ
ろ
に
衣
服
の

　
汚
れ
や
破
損
、
け
が
が
あ
る
。

⑥
登
校
し
た
が
ら
な
く
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
変
化
を
見
逃
さ
な
い
で
下

さ
い
。

　
ま
た
、
い
じ
め
な
い
、
い
じ
め
ら
れ

な
い
子
に
育
て
る
に
は
、
次
の
こ
と
が

大
事
で
す
。

①
ふ
だ
ん
か
ら
、
何
で
も
話
し
合
え
る

　
雰
囲
気
を
作
る
。
特
に
人
の
陰
口
な

　
ど
子
ど
も
の
前
で
言
わ
な
い
。

②
大
人
が
手
本
と
な
る
行
動
を
す
る
。

③
あ
い
さ
つ
、
約
束
、
服
装
、
決
ま
り

　
な
ど
を
守
る
生
活
習
慣
を
つ
け
る
。

④
自
分
の
仕
事
に
責
任
を
持
た
せ
、
最

　
後
ま
で
さ
せ
、
自
信
を
持
た
せ
る
。

⑤
地
域
社
会
と
の
交
わ
り
を
持
た
せ
、
相

　
手
の
気
持
ち
が
わ
か
る
心
を
育
て
る
。

回 主　な　活　動　内　容 月日（曜） 対　　象

1
・平成6年度活動報告

・平成7年度役員等について
・年間活動計画の検討

5月25日

　㈱
・全委員

2
・健全育成パンフ原案作成

・本年度活動計画の具体的計画
6月6日
　（州

・運営委員

3 ・子供会育成事業（子供会指導者研修会） 7月中旬 ・子供会役員

4
・夏休み中の生徒指導対策について

・補導巡視計画

7月12日

　㈱
・全委員

5 ・健全育成パンフの配布
7月国日

　働

・各校

・町内全戸

6 ・社明運動講演会
7月16日
　（日）

・全委員

・P　T　A他

7 ・夏休み町内補導巡視（チラシ等の配布） 8月4日　21日
・運営委員

各地区代表

8
・健全育成強調月問の取り組みについて

・教育講演会について

10月l　I日

　㈱
・運営委員

9 ・実践活動（懸垂幕等の掲揚と広報活動） I　I月 ・全委員

10 ・教育講演会 ”月
・全委員

・P　T　A他

11
・冬休み中の生徒指導対策について

・健全育成パンフについて

12月15日

　働
・全委員

12
・健全育成パンフ原案作り

・文殊寺縁日における補導について
2月7日
　㈱

・運営委員

13 ・文殊寺縁日における補導
2月25日
　（日）

・P　T　A中心

14 ・講演会冊子配布 3月上旬
・子どもの

保護者

15

・春休み中の生徒指導対策について

・平成7年度活動の反省
・平成8年度活動計画の検討

3月8日
　囲

・全委員

16 ・健全育成パンフの配布
3月15日

　㈹

・町内全戸

・各学校

●
⑥
将
来
に
希
望
を
持
た
せ
、
あ
く
せ
く

　
せ
ず
豊
か
な
人
生
を
教
え
る
。

O
夏
休
み
を
前
に
し
て

　
夏
休
み
を
境
に
、
急
に
子
ど
も
が
悪

く
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特

に
、
夏
休
み
中
、
次
の
こ
と
を
お
願
い

し
ま
す
。

①
生
活
の
リ
ズ
ム
を
崩
し
や
す
い
時
で

す
。
家
族
全
員
が
規
則
正
し
い
生
活
を

心
が
け
て
下
さ
い
。

②
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
、
対
話
を
増
や

し
望
ま
し
い
親
子
関
係
を
育
て
て
下
さ

い
。
同
時
に
家
族
の
一
員
と
し
て
の
自

覚
、
忍
耐
力
を
つ
け
る
た
め
、
自
分
の

身
の
回
り
の
こ
と
に
責
任
を
も
た
せ
た

り
家
事
労
働
を
分
担
さ
せ
て
下
さ
い
。

③
変
化
を
見
逃
さ
ず
、
信
頼
関
係
を
作

っ
て
下
さ
い
。
親
子
の
間
に
信
頼
関
係

が
あ
れ
ば
、
「
親
を
困
ら
せ
た
く
な
い
。
」

と
い
っ
た
気
持
ち
が
子
ど
も
の
心
に
芽

生
え
、
そ
れ
が
非
行
化
に
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
抑
止
力
に
な
り
ま
す
。

灘

地
域
へ
の
お
願
い

o
近
所
の
子
ど
も
に
、
あ
い
さ
つ
、
声

　
掛
け
を

　
子
ど
も
が
小
さ
い
う
ち
は
声
を
か
け

て
い
た
も
の
が
、
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な

る
に
従
い
、
そ
の
機
会
が
減
っ
て
き
た

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
子
ど

も
は
地
域
の
中
で
育
つ
も
の
で
す
。
恥

ず
か
し
が
っ
て
声
の
で
な
い
子
ど
も
に

は
、
大
人
の
方
か
ら
あ
い
さ
つ
し
て
下

さ
い
。
心
の
交
流
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
意
図
的
に
、
良
い
点
は
ほ
め
、

悪
い
と
き
は
叱
る
な
ど
の
声
掛
け
を
し

て
下
さ
い
。
大
人
が
み
ん
な
で
見
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
、
地
域
の
健
全
育
成

の
重
要
な
点
で
す
。

o
気
の
つ
い
た
こ
と
は
連
絡
を

　
地
域
の
心
配
な
こ
と
は
、
ど
ん
な
細

か
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
近
所

の
町
民
会
議
の
委
員
ま
た
は
学
校
な
ど

へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

総

6年
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第
一

一
日
目

　
午
前
三
時
、
機
内
照
明
点
灯
、
真
夜

中
に
起
こ
さ
れ
た
感
じ
で
時
計
を
五
時

に
調
整
（
夏
時
間
差
が
あ
る
の
で
二
時

間
）
、
夜
食
気
分
で
朝
食
を
摂
る
。
午

前
六
時
、
窓
の
向
こ
う
が
白
み
始
め
青

か
ら
刻
々
と
赤
み
が
ま
す
。
雲
海
が
素

晴
ら
し
い
。
眼
下
に
は
シ
ド
ニ
ー
の
街

並
み
が
見
え
始
め
、
午
前
七
時
、
空
港

（
シ
ド
ニ
ー
キ
ン
グ
ス
フ
ォ
ー
ド
ス
ミ

ス
国
際
空
港
）
に
到
着
す
る
。

　
眠
れ
な
い
機
内
か
ら
九
時
間
半
振
り

に
開
放
さ
れ
た
と
思
う
間
も
な
く
国
内

線
に
乗
り
継
ぐ
た
め
、
バ
ス
で
十
分
程

移
動
す
る
。
時
間
待
ち
の
間
、
空
港
内

で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
。
カ
ッ
プ
に
あ
ふ

れ
る
程
で
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
だ
っ
た
。

　
時
差
調
整
の
た
め
一
時
間
時
計
を
戻

す
。
十
時
三
十
五
分
、
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン

着
陸
。
一
時
問
程
だ
が
陸
路
だ
と
十
六

時
間
余
り
要
す
る
と
い
う
。
い
か
に
広

い
か
が
伺
え
る
。

　
空
港
に
降
り
た
途
端
さ
す
が
に
暑
い
。

三
十
度
位
だ
ろ
う
か
。
　
一
昨
日
は
三
十

八
度
位
あ
っ
た
と
言
う
。

　
ユ
t
カ
リ
の
大
木
と
強
い
陽
差
し
に

真
夏
の
南
半
球
へ
着
い
た
と
い
う
実
感

が
湧
い
て
き
た
。

　
マ
ウ
ン
ト
ク
ー
サ

　
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
は
、
シ
ド
ニ
ー
三
百

ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
市
内
視
察

万
人
、
メ
ル
ボ
ル
ン
百
六
十
万
人
に
次

ぎ
百
三
十
万
人
で
第
三
の
都
市
。
バ
ス

で
マ
ウ
ン
ト
ク
ー
サ
ヘ
向
か
う
。
気
持

ち
良
く
晴
れ
上
が
っ
た
真
夏
の
青
い
空
、

赤
い
土
肌
の
山
、
ど
の
樹
も
ほ
と
ん
ど

ユ
ー
カ
リ
、
ネ
ム
の
木
の
様
に
真
っ
赤

な
花
を
つ
け
た
ポ
イ
チ
ア
ナ
と
呼
ば
れ

る
大
木
の
街
路
樹
、
白
や
ピ
ン
タ
の
グ

ラ
ン
ジ
：
パ
ニ
ー
（
プ
ル
メ
リ
ア
）
、

オ
レ
ン
ジ
色
の
サ
ン
タ
カ
、
ジ
ャ
カ
ラ

ン
ダ
な
ど
見
た
こ
と
も
な
い
珍
し
い
花

が
今
を
盛
り
と
咲
き
競
っ
て
い
た
。

　
ク
ー
サ
山
へ
登
る
と
頂
上
は
丸
い
展

望
台
に
な
っ
て
い
て
大
き
く
蛇
行
し
た

ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
川
に
囲
ま
れ
、
高
層
ビ

ル
の
並
ぶ
市
街
地
や
橋
、
道
路
、
混
ん

だ
屋

根
な
ど
が
三
六
〇
度
は
る
か
遠
く

ま
で
見
渡
せ
る
。
緑
が
美
し
く
、
緑
の

量
は
日
本
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い

程
で
、
自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
た
・

　
ロ
ー
パ
イ
ン
保
護
区

　
こ
の
国
で
は
、
　
．
動
物
園
”
と
言
わ

ず
に
”
保
護
区
”
と
呼
ん
で
動
物
が
自

然
の
環
境
の
中
で
〈
そ
れ
ぞ
れ
専
門
係

員
が
担
当
し
な
が
ら
〉
自
然
の
姿
で
飼

わ
れ
て
い
る
。

　
大
き
な
七
面
鳥
が
木
か
ら
木
へ
飛
ん

で
い
た
り
、
コ
ア
ラ
が
大
き
な
木
の
高

い
枝
の
あ
ち
こ
ち
に
い
る
の
を
見
た
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

武犬

孔
雀
や
エ
ミ
ュ
ー
（
ダ
チ
ョ
ゥ
に
次
ぐ

大
き
な
鳥
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
鳥
）
、

カ
ン
ガ
ル
ー
な
ど
が
放
し
飼
い
に
さ
れ

て
い
る
。

　
カ
ン
ガ
ル
ー
の
群
れ
は
五
十
頭
位
、

子
供
を
お
腹
の
袋
に
入
れ
た
ま
ま
横
に

な
り
く
つ
ろ
い
で
い
る
も
の
、
組
み
あ

っ
て
戦
っ
て
い
る
も
の
、
気
に
入
っ
た

雌
を
し
つ
こ
く
追
い
か
け
回
し
て
い
る

雄
、
エ
サ
を
欲
し
が
っ
て
人
間
に
つ
い

て
く
る
も
の
…
と
、
自
然
の
姿
が
見
ら

れ
、
こ
こ
で
は
し
ば
ら
く
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
カ
ン
ガ
ル
ー
と
仲
良
し
に
な

れ
た
。

　
こ
こ
の
保
護
区
で
は
、
た
っ
た
二
匹

の
コ
ア
ラ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
で

政倉

と
し
子

圭

子

は
、
百
三
十
匹
に
も
及
ぶ
と
い
う
。
七

ド
ル
で
抱
い
て
記
念
撮
影
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
コ
ア
ラ
を
抱
い
た
時
の
可

愛
ら
し
さ
、
ふ
わ
ふ
わ
と
し
た
柔
ら
か

い
毛
、
優
し
そ
う
な
静
か
な
顔
、
柔
ら

か
く
て
つ
る
つ
る
と
し
た
足
の
裏
、
こ

の
実
感
は
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
感

動
と
し
て
心
に
残
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
日
本
の
動
物
園
は
、
オ
リ
の
外
か
ら

見
て
い
る
だ
け
だ
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
よ
う
に
じ
か
に
手
に
触
れ
る
と
動

物
に
対
す
る
親
近
感
、
愛
情
な
ど
が
生

ま
れ
て
人
間
の
優
し
さ
を
育
て
動
物
愛

護
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。　
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
市
内

　
川
沿
い
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
バ
イ
キ
ン

グ
の
昼
食
。
地
元
の
フ
ォ
ー
エ
ッ
タ
ス

ビ
ー
ル
、
マ
ン
ゴ
ー
す
い
か
、
メ
ロ
ン

な
ど
が
暑
く
て
疲
れ
た
身
体
に
と
て
も

お
い
し
く
感
じ
ら
れ
た
。

　
こ
の
付
近
で
は
、
ヤ
シ
の
大
木
や
モ

ン
ス
テ
ラ
、
シ
ダ
類
も
多
く
見
ら
れ
、

日
本
で
見
か
け
る
倍
の
大
き
さ
で
、
葉

の
緑
が
濃
く
ツ
ヤ
ツ
ヤ
と
し
て
い
る
。

こ
ん
な
み
ご
と
な
花
材
で
好
き
な
お
花

を
活
け
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

　
市
内
に
は
、
木
造
最
古
の
建
物
ニ
ュ

ー
ス
テ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
、
古
い
石
垣
の
積

●

ま
れ
た
昔
の
建
物
跡
、
黒
川
紀
章
設
計
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
プ
ロ
ペ
ラ
状
ビ
ル
、
教
会
、
シ
テ
ィ
（

ホ
ー
ル
（
旧
市
庁
舎
）
、
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
な
ど
、
古
い
物
、
斬
新
な
も
の
が

溶
け
あ
っ
て
実
に
見
事
で
あ
る
。

　
中
心
街
を
過
ぎ
る
と
こ
の
街
の
主
要

産
業
で
あ
る
ビ
ー
ル
工
場
な
ど
が
あ
る
。

郊
外
に
行
く
と
信
号
は
な
く
、
こ
こ
で

は
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
（
右
の
車
優
先
）

と
い
っ
て
十
字
路
が
う
ま
く
工
夫
さ
れ
、

ス
ム
ー
ズ
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
毒
グ
モ
予
防
と
風
通
し
を
考

え
た
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る

高
床
式
住
居
が
目
立
つ
。
午
後
三
時
、

ホ
テ
ル
に
着
き
、
夕
食
ま
で
の
間
シ
テ

ィ
ホ
ー
ル
内
部
や
ク
イ
ー
ン
ズ
ス
ト
リ

ー
ト
モ
ー
ル
を
散
策
。
店
舗
は
、
午
後

五
時
三
十
分
に
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ

し
て
閉
店
、
観
光
客
向
け
の
店
だ
け
が

営
業
を
し
て
い
た
。

○
車
は
左
側
通
行
、
右
ハ
ン
ド
ル
と
日

本
と
同
じ
で
異
和
感
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
日
本
の
よ
う
に
き
れ
い

な
車
（
新
車
）
は
少
な
く
、
十
年
～
二

十
年
は
大
事
に
使
っ
て
乗
る
、
物
を
大

切
に
使
う
、
物
に
愛
着
を
持
つ
と
い
う

点
は
、
私
達
日
本
人
も
学
ば
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

○
緑
が
豊
富
、
花
が
多
い
、
自
然
が
い

っ
ぱ
い
（
街
の
中
で
も
）
、
ま
た
ゴ
ミ

・
空
き
缶
な
ど
も
全
く
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

○
ホ
テ
ル
の
照
明
な
ど
も
少
し
暗
い
か

な
と
感
じ
る
が
、
資
源
を
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。



　
四
月
十
六
日
に
、
江
南
中
央
第
二
土

地
区
画
整
理
推
進
委
員
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
今
回
の
議
題
は
、
「
土
地
区
画
整

理
の
地
区
に
つ
い
て
」
と
い
う
こ
と
で
、

事
業
の
仮
同
意
率
か
ら
区
域
分
け
を
し

て
事
業
化
し
て
い
く
方
針
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
当
初
よ
り
三
十
四
・
七
ヘ
タ
タ

ー
ル
を
地
区
と
し
て
説
明
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
仮
同
意
書
の
提
出
状
況
か

ら
見
直
し
を
し
、
事
業
化
へ
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
今
後
、
地
区
界
測
量
と
現

況
測
量
に
入
り
、
新
た
に
基
本
計
画
書

の
作
成
を
行
い
、
本
同
意
書
の
取
り
ま

と
め
を
す
る
予
定
で
す
。

識
　蟹

贈ミ
戸

亀

o
土
地
区
画
整
理
事
業
の
効
果

　
土
地
区
画
整
理
法
に
は
、
事
業
の
定

義
と
し
て
、
公
共
施
設
を
整
備
改
善
し

宅
地
の
利
用
の
増
進
を
図
る
こ
と
と
示

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
健
全
な
市
街
地
、

環
境
の
良
い
市
街
地
を
作
る
た
め
に
は

道
路
・
公
園
・
水
路
等
を
整
備
す
る
の

が
第
一
の
要
件
で
す
。

　
江
南
中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
昭
和
五
十
五
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
し

平
成
五
年
三
月
に
換
地
処
分
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
本
年
、
組
合
が
解
散
と

な
り
清
算
人
組
合
と
し
て
清
算
金
の
事

務
を
し
て
お
り
ま
す
。
事
業
地
は
、
施

行
前
と
は
見
違
え
る
程
に
整
然
と
整
備

さ
れ
、
生
き
生
き
と
し
た
街
並
み
を
形

成
い
た
し
ま
し
た
。
道
路
は
六
メ
ー
ト

ル
と
広
く
、
通
行
上
大
変
便
利
と
な
り

排
水
施
設
も
整
っ
て
い
て
、
道
路
に
雨

水
が
溜
ま
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
な
り

ま
し
た
。
公
園
は
、
二
ヵ
所
に
配
置
さ

れ
、
主
婦
や
子
供
た
ち
の
姿
を
毎
日
の

よ
う
に
見
か
け
ま
す
。
複
雑
で
あ
っ
た

字
名
も
中
央
に
な
り
、
大
変
わ
か
り
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
地
権
者
の

皆
様
の
ご
協
力
と
役
員
の
皆
様
の
ご
努

力
の
賜
と
存
じ
ま
す
。

　
一
方
、
江
南
中
央
第
二
地
区
で
す
が

道
路
・
公
園
・
排
水
の
整
備
な
ど
、
環

境
面
で
の
遅
れ
が
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　
減
歩
・
清
算
金
等
、
地
権
者
の
方
々

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
な
く
て
は
、
こ

の
事
業
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
二
十
一

世
紀
の
街
づ
く
り
に
は
、
こ
の
時
期
に

事
業
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
権

者
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●
事
業
に
対
し
て
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
役
場
建
設
課
ま
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　　　　　　自動車の検査・点検整備制度が変わります。
　平成7年7月より「改正道路運送車両法」が施行されます。自動車の検査・点検整備制度を大幅に簡素化し、国民負担の軽減につながる規
制緩和を行うというものです。しかし、その一方で、自動車の安金を確保するために、使用者の自己管理責任が明確化されました。

自家用乗用自動車（マイカー）の場合の主な改正ポイント
1．6か月点検の義務づけが廃止されました。
2．12か月（1年）・24か月（2年）点検の点検項目が半減しました。
3．車検の時期と定期点検整備の実施時期が一緒でなくても良いこととなりました。
4．車齢U年を超える自動車の車検期間（有効期間）が延長（1年→2年）されることとなりました。

関東運輸局埼玉陸運支局
詳しくは、最寄りの陸運支局又は自動車検査登録事務所の（整備課・車両課）へお尋ね下さい。
（大宮：048－624－1816、熊谷：0485－32－8122、春日部：048－763－5511、所沢：0429－98－1631）

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

7月の当番日 指定工事店名 電話番号

1　●　6　●11●16●21●26●31 ㈱光栄建設 36－1052

2　●　7　●　12　●　17　●　22　●　27 ㈱コ　バヤ　シ 36－1206

3　・　8　・13・18・23・28 ㈲笠原設備工業所 36－3662

4　　●　9　●　14　●　19　●　24　●　29 ㈲松本設備 36－5177

5　●　10　●　15　●　20●　25　●30 ㈲加藤ポンプ店 36－0310
（5）



　
　
　
投
票
し
ま
し
ょ
う

　
最
近
、
江
南
町
に
お
い
て
も
投
票
率

の
低
下
が
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　
四
月
九
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
県
議

会
議
員
一
般
選
挙
に
お
い
て
も
投
票
率

は
三
十
四
・
七
九
新
と
大
変
低
く
、
大

里
郡
の
内
で
も
一
番
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。　
現
在
の
民
主
政
治
は
、
い
ま
さ
ら
申

し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
間
接
民
主
制

を
中
心
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
代
表

者
の
役
割
は
、
た
い
へ
ん
重
要
で
す
。

　
私
達
は
主
権
者
で
、
国
の
政
治
の
主

人
公
で
す
が
、
原
則
と
し
て
、
選
挙
を

通
じ
て
し
か
、
国
政
に
参
加
で
き
ま
せ

ん
。　
今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
も
国

の
政
治
に
参
加
で
き
る
大
切
な
日
で
す
。

　
そ
し
て
、
私
達
の
代
表
者
と
し
て
適

任
者
が
選
ば
れ
ま
す
が
、
こ
の
代
表
者

は
、
一
人
で
も
多
く
の
支
持
に
よ
り
選

出
さ
れ
る
こ
と
が
一
番
望
ま
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
投
票
日
に
は
、
ぜ
ひ
、
み
ん
な
そ
ろ

っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　
任
期
満
了
に
よ
る
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
埼
玉
県
選
挙
区
、
比
例
代
表
）
　
　
　
　
候
補
者
の
経
歴
、
政
見
が
書
か
れ
た
　
　
票
を
し
、
次
に
比
例
代
表
選
出
議
員
の

が
、
次
の
と
お
り
執
行
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
挙
広
報
や
、
投
票
所
入
場
券
は
、
投
　
　
選
挙
の
投
票
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

公
示
日
－

投
票
日
－

開
票
日
－

開
票
所
：

：
七
月
六
日
（
木
）

：
七
月
二
十
三
日
（
日
）

午
前
七
時
か
ら

　
　
　
午
後
六
時
ま
で

：
七
月
二
十
三
日

午
後
七
時
か
ら

：
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
i

1
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

2
年
齢
満
二
十
歳
以
上
の
人
で
あ
る
こ

　
と
。

3
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有

　
す
る
こ
と
。

4
当
該
市
町
村
の
住
民
票
が
作
成
さ
れ

　
た
日
（
転
入
届
を
し
た
人
に
つ
い
て

　
は
当
該
届
出
の
日
）
か
ら
引
き
続
き

　
三
ヶ
月
以
上
そ
の
市
町
村
の
住
民
基

　
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
あ

　
る
こ
と
。

　
投
票
所
入
場
券
を
よ
く
ご
覧
い
た
だ

き
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票

所
へ
持
参
し
、
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
五
ヶ

所
設
置
し
ま
す
。

この一票

　くらしと政治に
　　　　　かける橋

ρ

●町内の各投票所

投票区 投票所施設名㌦

第　、1’ 農業総合’センター

第畏、 江南北小学校体育館

、第　3 板井研修センター

第　4 江南南小学校体育館

第5 町民体育館

　
今
回
の
選
挙
の
投
票
の
順
序
は
、
先

に
埼
玉
選
挙
区
選
出
議
貝
の
選
挙
の
投

　
投
票
は
、
投
票
日
に
有
権
者
が
投
票

所
に
行
っ
て
、
自
分
で
投
票
す
る
の
が

原
則
で
す
。

　
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
や
む
を
得
な

い
事
情
に
よ
っ
て
、
投
票
日
に
自
分
で

投
票
で
き
な
い
場
合
の
例
外
と
し
て
不

在
者
投
票
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

O
選
挙
人
が
そ
の
属
す
る
投
票
区
の
区

　
域
外
に
お
い
て
職
務
に
従
事
中
で
あ

　
る
場
合

O
選
挙
人
が
や
む
を
得
な
い
用
務
や
事

　
故
の
た
め
、
町
を
離
れ
て
旅
行
中
ま

　
た
は
滞
在
中
の
場
合

O
選
挙
人
が
、
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
、

●

　
老
衰
若
し
く
は
身
体
の
障
害
の
た
め

　
歩
行
が
著
し
く
因
難
な
場
合

期
間
　
七
月
六
日
（
木
）
か
ら

　
　
　
七
月
二
十
二
日
（
土
）
ま
で

時
間
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

　
　
　
午
後
五
時
ま
で

場
所
　
江
南
町
役
場
内

持
参
す
る
も
の
　
入
場
券
と
印
か
ん

　
な
お
、
入
場
券
が
と
ど
か
な
く
と
も

七
月
六
日
（
公
示
日
）
か
ら
、
不
在
者

投
票
は
で
き
ま
す
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い

る
人
、
ま
た
は
、
戦
傷
病
者
手
帳
が
交

付
さ
れ
て
い
る
人
で
一
定
の
基
準
に
当

て
は
ま
る
人
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
こ
と

を
県
知
事
が
証
明
し
た
人
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
郵
便
に
よ
る
た
め
時
間

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
選
挙
管

理
委
員
会
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
選
挙
時
登
録
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
人

の
名
簿
の
縦
覧
を
、
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

縦
覧
期
間
…
…
七
月
六
日
（
木
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
七
月
七
日
（
金
）
ま
で

縦
覧
場
所
…
…
江
南
町
役
場
総
務
課

問
合
せ
は
、
江
南
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
麿
三
六
－
一
五
二
一
内
線
二
二
七

（6）



卜唱ツワノ㌧ 身近かな話題、ホットなニュ脚スをお奇tKl死δい。

驚

ゴミゼロ運動

　5月28日（日）に町内のモデル地区を中心

として、ゴミゼロ運動が行われました。

　市街化地域を重点に3地区に分けて、

環境の美化を目的として実施されました。

当日は、子どもから大人まで多数の人の

参加によって、道路脇や山林に捨てられ

ていたゴミや空カンが集められ、見違え

るほどきれいになりました。

ω
〇
五
〇
↑

　空き缶専用処理施設
　年々増大する不然性ごみは多種多様化
してお｝）、大里広域クリーンセンターで
は現在日量60・．の処理施設のところ約80
ト
． のごみを処理し、現時点でも処理能力

が限界になり、各所に老朽部分が見られ
ます。

　これら増え続けるごみを、本施設をい
かし効率的に処理するために、平成7年
度において既設のコンベヤラインを利用
し、スチール缶とアルミ缶を選別した後、

導入したプレス機で処理を開始しました。
これにより従来の方法に比べ、既設の機
器の負担を軽減するとともに、処理能力
の向上及びごみを効率的に処理すること
ができます。

　みなさんビン・缶は分別して出すよう
心推トけましょう。

◎

1、　ド

紗

交通安全教室

　4月13日から5月26日の間に、中学校、

南・北小学校、幼稚園でそれぞれ交通安

全教室が行われました。

　おまわケ）さんや交通指導員さんに、中

学では新入生を、南北小では3～6年生

を対象に自転車の安全な乗り方や交通ル

ールを教えてもらい、1・2年生や園児

は、横断歩道の渡り方の指導をうけまし

た。

　写真は北小での自転車の乗り方の様子

です。



　
　
　
　
　
子
ど
も
の
食
生
活
状
況
に
つ
し
て

　
厚
生
省
よ
り
平
成
五
年
の
国
民
栄
養

調
査
結
果
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
今
回
は
三
歳
か
ら
十
五
歳
の

児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
、
食
生
活
状

況
の
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。「

朝
食
を
子
ど
も
だ
け
で
食
べ
る
」
が

年
々
増
加

　
「
朝
食
を
両
親
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ

る
」
と
回
答
し
た
人
は
、
二
十
七
響
で

昭
和
五
十
七
年
と
比
藪
し
て
十
二
響
減

少
し
て
い
る
の
に
対
し
、
　
「
子
ど
も
だ

け
で
食
べ
る
」
は
、
三
十
一
響
で
同
年

よ
り
も
九
糾
増
加
し
て
い
ま
す
。

朝
起
き
て
か
ら
朝
食
ま
で
の
時
間
が
十

五
分
未
満
の
子
供
が
三
人
に
一
人

　
子
ど
も
が
「
朝
起
き
て
か
ら
朝
食
ま

で
の
時
間
」
の
問
い
に
関
す
る
回
答
は
、

「
十
五
分
未
満
」
が
一
一
一
十
六
響
．
　
「
十

五
分
以
上
「
二
十
分
未
満
」
が
四
十
九
響

と
な
っ
て
お
り
、
五
十
七
年
よ
り
も
「
十

五
分
未
満
」
が
九
響
増
加
し
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
起
き
ぬ
け
に
朝
食
を
と
っ
て
、

学
校
へ
行
く
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

「
朝
食
の
欠
食
回
数
が
多
い
ほ
ど
健
康

不
良
を
訴
え
る
も
の
が
多
い
」

い
て
、
朝
食
の
欠
食
状
況
別
に
み
た
と

こ
ろ
＼
欠
食
が
多
い
人
ほ
ど
疲
れ
や
す

い
、
下
痢
や
腹
痛
、
頭
痛
な
ど
の
健
康

不
良
を
訴
え
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。「

お
や
つ
は
市
販
品
が
多
い
」

　
お
や
つ
の
与
え
万
な
ど
に
つ
い
て
は

「
家
庭
で
作
つ
た
も
の
を
与
え
る
こ
と

が
多
い
」
と
回
答
し
た
人
は
全
体
の
七

響
に
す
ぎ
ず
・
、
　
「
市
販
品
を
与
え
る
こ

と
が
多
い
」
が
八
十
一
二
響
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
．
お
や
つ
と
し
て
与
え
る
頻
度

の
高
い
も
の
一
一
一
品
答
え
て
も
ら
っ
た
と

こ
ろ
、
最
も
上
位
を
占
め
た
の
は
、
ス

ナ
ッ
ク
・
菓
子
類
で
五
十
五
響
、
以
下

ビ
ス
ケ
ッ
ト
・
せ
ん
べ
い
類
四
十
二
響

菓
子
バ
ン
・
ケ
ー
キ
類
が
一
一
一
十
二
響
と

な
つ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
結
果
が
出
ま
し
た
が

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
？
こ
の
機
会
に
お
子
さ
ん
の
禽

生
活
を
ふ
り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
朝
食
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
に
よ
り

子
ど
も
た
ち
は
一
日
を
元
気
に
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
し
て
＼
家
族
そ

ろ
っ
て
の
楽
し
い
食
事
を
心
が
け
ま
し

よ
う
。

只

し

曳
、

亀
ハ 　
）

じ〉　 ／・

ピ1　一う

軌

∂

　
五
月
二
十
一
日
、
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
十
ニ
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た

大
会
は
熱
戦
の
末
、
上
新
田
チ
ー
ム
と

中
央
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
優
勝
、
小
江
川

リ
バ
ー
ス
チ
ー
ム
と
御
正
チ
ー
ム
が
準

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
（
決
勝
）
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

●
出
場
チ
ー
ム

　
板
井
、
上
新
田
、
野
原
、
樋
春
、

　
成
沢
マ
イ
テ
ィ
ー
ズ
、
小
江
川
リ
バ

　
：
ス
、
御
正
、
下
押
切
、
千
代
、

　
須
賀
広
、
中
央
タ
ラ
ブ
、
タ
イ
ー
ン

　
ズ
●
決
勝
戦

▽
A
ブ
ロ
ッ
タ
決
勝

　
　
上
新
田
　
　
二
ー
○
小
江
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
バ
ー
ス

▽
B
ブ
ロ
ッ
タ
決
勝

　
　
中
央
ク
ラ
ブ
ニ
ー
O
御
　
正

（8）
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り

ゐ、るさと

再発見

地
各
は
語
る

　
　
　
ご
ん
　
　
げ
ん
　
　
ざ
か

「
権
現
坂
」

　
権
現
坂
は
現
在
の
県
道
深
谷
・
東
松

山
線
が
通
る
千
代
・
三
本
地
区
の
境
に

位
置
す
る
坂
を
呼
び
ま
す
。
駒
形
公
園

の
付
近
で
す
が
、
地
籍
図
に
載
る
地
名

で
は
な
く
通
称
の
よ
う
で
す
。
も
っ
と

も
、
県
道
は
近
代
に
開
削
さ
れ
た
新
し

い
路
線
で
、
旧
来
の
道
路
は
や
や
西
側

の
谷
に
添
っ
た
街
道
で
千
代
地
区
に
含

ま
れ
ま
す
。

　
こ
の
坂
道
は
歩
む
人
も
稀
な
程
の
小

径
で
す
が
、
か
つ
て
は
旧
小
川
往
還
（
現

県
道
熊
谷
・
小
川
線
）
よ
り
旧
鉢
形
往

還
（
現
県
道
熊
谷
・
寄
居
線
）
を
結
ぶ

南
北
往
還
の
一
つ
で
、
旧
村
の
塩
ー
板

井
－
柴
－
千
代
－
三
本
を
通
っ
て
い
ま

し
た
。
台
地
か
ら
低
地
へ
の
変
換
点
に

当
た
る
急
坂
で
し
た
の
で
、
人
馬
・
貨

物
の
往
来
に
は
苦
労
が
多
か
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
坂
の
下
に
建
つ
馬
頭
観
音

を
刻
ん
だ
石
碑
は
荷
車
を
引
い
た
馬
の

苦
労
を
慰
め
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

　
馬
と
の
関
連
は
、
本
編
第
二
一
話
「
駒

形
」
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
三
本
地
区

に
残
る
こ
の
地
名
の
場
所
に
は
駒
形
神

社
が
あ
り
ま
し
た
。
同
社
の
祭
神
は
熊

谷
直
実
の
乗
馬
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

名
馬
で
あ
っ
た
た
め
本
尊
の
化
身
と
考

え
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
信
仰
の

　
　
　
か

対
象
が
権
り
（
仮
り
）
の
姿
を
現
し
て

助
け
て
く
れ
た
と
信
じ
る
こ
と
か
ら
感

◎第53話

謝
の
意
を
込
め
て
祀
っ
た
社
で
、
本
地

す
い
じ
り
ぐ

垂
述
の
思
想
か
ら
出
た
信
仰
で
す
。

　
権
現
と
は
仏
や
菩
薩
が
衆
生
を
救
済

す
る
た
め
に
権
り
の
姿
を
と
っ
て
現
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ん
　
け

る
こ
と
や
現
れ
た
も
の
で
権
化
と
も
い

い
ま
す
。
周
知
の
例
で
は
徳
川
家
康
を

東
照
大
権
現
に
祀
っ
て
い
ま
す
が
、
戦

国
の
時
代
を
平
定
し
江
戸
幕
府
を
開
い

た
功
績
に
対
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

東
照
大
権
現
の
本
来
の
姿
は
、
薬
師
如

来
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
に
仏
が
神
の
姿
を
権
ノ
こ
と

り
て
現
れ
る
こ
と
が
本
来
の
意

味
の
よ
う
で
す
。
奈
良
時
代
頃

か
ら
流
行
し
、
神
と
仏
の
関

係
が
説
明
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

天
台
・
真
言
宗
の
よ
う
な
密
教

系
の
宗
派
か
ら
広
ま
り
、
さ
ら

に
発
展
し
て
、
修
験
道
で
は
よ

り
明
確
に
本
地
垂
遊
の
考
え
が

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
江
南
町
で
は
室
町
時
代
に
板

井
と
押
切
に
修
験
道
の
寺
院
が

あ
り
、
江
戸
時
代
も
活
動
を
続

け
て
い
ま
し
た
。
村
落
に
住
み

　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
い
ん
　
ペ
ヘ
と
う

つ
い
た
修
験
者
は
法
印
・
別
当
・

山
伏
様
な
ど
と
呼
ば
れ
、
現
世

利
益
的
な
信
仰
に
か
か
る
指
導

的
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
し
た
。

お
も
に
、
雨
乞
・
除
災
・
地
鎮
・
病
気

治
療
・
塞
・
塚
の
築
造
な
ど
に
力
を
発

揮
し
て
い
ま
し
た
。

　
権
現
坂
の
名
称
は
旧
往
還
の
坂
と
そ

の
周
辺
を
呼
ぶ
地
名
で
す
が
、
そ
の
由

来
は
駒
形
神
社
に
関
係
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
鎌
倉
時
代
ま
で
遡
る
地
名
と
推
定

さ
れ
ま
す
が
、
坂
を
上
り
下
り
す
る
街

道
は
も
っ
と
古
く
か
ら
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
古
墳
時
代
に
は
、
こ
の

坂
に
面
し
た
谷
筋
で
多
量
の
埴
輪
が
焼

か
れ
、
こ
こ
か
ら
古
墳
の
造
ら
れ
た
塩

・
小
江
川
・
野
原
方
面
へ
、
踊
る
埴
輪

な
ど
が
運
ば
れ
た
よ
う
で
す
。

　
今
、
木
々
に
埋
れ
た
旧
道
を
行
く
人

は
稀
で
す
が
、
か
つ
て
は
多
く
の
人
馬

・
物
資
が
通
り
抜
け
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
五
月
一
一
十
一
日
と
二
十
八
日
の
二
日

間
、
町
民
野
球
大
会
が
運
動
公
園
と
江

南
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
二
会
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
両
日
と
も
、
参
加
し
た
十
一
チ
ー
ム

で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
大
接
戦
の
末
御

正
プ
リ
ン
ス
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
央
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
準
優
勝

と
な
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

御正プリンス

2
　

薪24

3

　　　　　　2

丁薪7　9

；「o
4

御
正
プ
リ
ン
ス

小
江
川
娯
楽
会

深
沢
製
作
所

江
南
南
会

御
正
ク
ラ
ブ

中
央
ク
ラ
ブ

成
友
ク
ラ
ブ

千
代
ク
ラ
ブ

板
井
ク
ラ
ブ

三
本
ク
ラ
ブ

パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
ズ

畷

轟
、

・
’
r
い
乱

（9）
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書類の請求　役場総務課に請求して

　　　　ください。

問合せ役場総務課智36－1521
　　　　内線226・227

日赤救急法講習会受講生募集

日　時

場　所

対象
内容

員
用
み

　
　
込

定
費
申

8月22日、23日、25日、26

日の4日間　9時～17時
県立深谷青年の家

2窒71－7548

18歳以上の県内在住在勤者

救急決の理論と実技。受講

後、修了証が授与され、救

急員合格証を得ることがで
きます。

40人（先着順〉

2，000円

7月21日（金）～8月13日（日）ま

でに、費用を添えて、直接

深谷青年の家へ申し込んで
ください。

自衛官採用試験のご案内

　防衛庁では、来春高校卒業予定者

に対して受付及び試験を下記日程で

開始します。皆さんの若い力を自衛

隊で活かして見ませんか。

受付7月1日より
試験日　9月16日より

問合せ　江南町役場住民福祉課

　　　智36－1521
　　　自衛隊埼玉地方連絡部熊谷
　　　募集事務所　智22－4855

團　國　囮
　お年寄りを狙う詐欺事件

　お年寄｝）の留守番を狙ったガス、

浄化槽の点検などを口実にお金をだ

まし取る事件が県北部に多発してい

るので注意してください。犯人は、

年齢40～50歳、身長170センチ位
ヤセ型　作業服姿　です。

　この事件はすでに熊谷市3件、妻

沼町3件、江南町2件、大里村2件
発生しています。

第3号被保険者届出に関する

特例措置ができました

　サラリーマンの奥さんなどの第3

号被保険者は、国民年金の保険料を

納めなくとも保険料納付済期間とし

て扱われています。

　ただし、第3号被保険者となるに

は届出が必要です。従来は、届出を

行えば2年間に限り遡って保険料納

付済期間とされました。

　今回の特例措置により、過去に届

出がなされていなかった期間につい

ても、平成7年4月から平成9年3
月までに届出を行えば、本来は、第

3号被保険者として認められなかっ

た期間も認められることになりまし
た。

《特例届出期間》

　平成7年4月から平成9年3月まで
《手続き》

　役場住民福祉課年金係

　費36－1521　内線224

エイズ相談・抗体検査日の増設

　熊谷保健所では、夜間のエイズ相

談・抗体検査を増設しました。

夜間相談・抗体検査実施期日

　平成7年6月19日から
実施日

　毎月第1月曜日　午前10時～11時

　　　　　　　　午後5時～7時
　毎月第3月曜日　午後5時～7時
検査結果交付日

　翌週の火曜日　　午前9時～10時

夏休み期問中の16ミリ

映画フィルムの利用について

　大里広域視聴覚センターでは、16

ミリ映画フィルム・映写機の貸出を
行っておケ）ます。

期間3日～5日間
種類児童劇・アニメ・家庭教育
　　　　・社会教育

対象子供会・自治会・幼稚園・
　　　学校P　T　Aなどの団体

申込・　熊谷市大麻生200－2

申合せ　大里広域市町村圏組合

　　　視聴覚センター台32－7364

船木スポーッセンター

プール開催日のお知らせ

開催日

時　間

問合せ

7月2日（日）、8日（土）、9日

（日）、15日（土）、16日（日）

7月21日から8月31日まで
は毎日開催しますが、月曜

日は休所日

9月2日（土）、3日（日）、9日

（土）、10日（日）

午前10時～午後6時
荒川南部環境センター

清流苑　台』0493－39－2203
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⑳

石
仏
の
御
手
に
安
座
か
た
つ
む
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

で
で
虫
の
翔
び
た
き
時
の
あ
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
　
直
江

ま
い
ま
い
や
い
っ
ぱ
し
の
ロ
利
い
て
る

子
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

蝸
牛
わ
が
背
の
家
は
軽
か
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
花
枝

で
で
虫
の
角
に
日
暮
れ
の
光
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

万
歩
計
今
日
は
五
を
歩
蝸
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ッ
ェ

手
の
ひ
ら
で
勝
手
違
ふ
か
か
た
つ
む
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

蝸
牛
こ
ろ
っ
と
落
ち
て
殻
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

蝸
牛
人
の
気
配
に
角
閉
ざ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
　
牧
子

童
等
の
唄
い
つ
探
す
か
た
つ
む
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

で
で
虫
の
歩
み
な
れ
ど
も
見
失
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

ひ
と
筋
の
道
を
残
し
て
蝸
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

雨
上
り
で
で
虫
銀
の
帯
残
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

か
た
つ
む
り
雨
後
の
垣
根
を
ぬ
め
ぬ
め

と
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
孫
一

、・9 蝸
牛
角
出
し
き
っ
て
御
立
腹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
田
　
育
子

心
せ
く
日
々
に
ふ
と
見
し
蝸
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

泣
き
顔
の
羅
漠
の
肩
に
か
た
つ
む
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
和
子

で
で
虫
の
旅
は
何
処
へ
雨
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

蝸
牛
我
が
家
背
負
い
て
旅
路
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

か
た
つ
む
り
雨
降
る
ま
で
を
籠
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

で
で
虫
の
角
に
ち
ょ
っ
か
い
し
て
お
か

し
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

公
園
の
植
木
に
可
愛
い
蝸
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

朝
雨
や
小
枝
に
憩
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井
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圖固圖回
農林学級（7月）

開催日 内　　　　　　容 時　間

8日㈹ 木工ラッコの型抜き㊨ 10＝00

8日㈹ 野菜の収穫㊧ 13＝30

11日（火） パン作り　e 9：30
14日㈹ 木工工作入門教室　e 10：00

～ （道具の使い方から ～

15日〔土） 万能台まで） 16：00

21日㈹ モロヘイヤ料理e 10：00

22日（士） 木工鉛筆立て　観 10：00

22日（土） 野菜の収穫　④ 13：30

23日（日） 木工工作室開放日　e 10：00

30日（日） 野菜の収穫④ 13：30

費用無料
対象醗一小学生親子、㊥一小学

　　　生、e一一般
受付・　農林公園管理事務所

問合せ　智83－2301

花き園芸講座（7月）

開催日 内　　　　容 費　用

7日團 ハンギングバスケッ 2，500円

トを楽しむ

11日（幻 常緑樹の挿し木 無　　料

14日働 観葉植物の殖やし方 500円

26日㈱ 押し花を使った絵作 2，000円

｝）

28日働 花を撮る 1，500円

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日午前8時30分から

　　　行います。
間合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　　埼玉県農林公園内・植物振

興センター分室盈83－2841

第45回「社会を明るく

する運動」講演会開催

”
行
地
と
　
　
、
さ
く
　
　
　
室
　
高
か
　
㌔

鞘
臨
騒
翫
　
　
灘
朧

明
年
さ
加
さ
動
催
せ
㈲
3
0
セ
レ
生
年
の
入

を
今
許
参
施
運
開
わ
　
日
時
祉
｝
実
テ
先
5
7
も
　
　
口

会
・
を
と
実
の
を
偽
　
1
6
1
福
　
K
間
和
ど
料
プ

堪
質
励
瑠
雛
．
濾
石
用
鞭
顯
鐵
闇
鵬
凋
序
無
一

は
間
い
の
目
は
講
さ
。
ワ

月
月
と
民
点
で
も
お
い
時
　
所
師
　
　
　
題
用

7
調
止
住
重
町
年
、
さ

　
強
防
域
を
　
今
ん
だ
日
　
場
講
　
　
　
演
費

　川本高校では、地域の皆様に学校

を開放し、ワープロ入門講座を次の

ように開催いたします。初心者を対

象とした講座ですので、初めての人

に安心して受講していただけるよう

おまちしております。ふるってご参

加ください。

期間9月2日～10月28日
　　　毎週土曜日午後2時～5時
場　所　川本高校　地学教室

定員24人
費用600円

申込み　8月1日㈱～8月11日㈹
　　　　（土・日は除きます）

　　　町教育委員会　盈36－1521
問合せ　川本高校　持田・小高

　　　智83－5622

圖口回巨
　平成7年度

町職員採用試験

職務の内容及び採用人員

　　　・一般行政事務　若干名
受験資格　男女を問わずつぎの人が

　　　　受験できます。

　　　　昭和45年4月2日から
　　　　昭和53年4月1日までに
　　　　生まれた人（学歴不問）

試験日時及び場所

　　　◎筆記試験…9月17日（日）

　　　　立正大学

　　　◎曄欝役場で予定◎

合否の発表　10月中旬に受験者全員

　　　　に通知。合格者について

　　　　は、町役場掲示場に掲示。
申込手続　応募書類に必要な事項を

　　　　記入して、総務課へ提出
　　　　してください。なお、郵
　　　　送により申し込む場合、

　　　　封筒の表に（採用試験）
　　　　と朱書きしてください。

受付期間　8月1日から8月7日の
　　　　午前8時30分から午後5
　　　　時まで受付。郵送の場合

　　　　は8月7日までの消印の
　　　　あるものに限ります。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま

五
月
中
届
出
　
　
年
齢
　
　
（
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称
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田
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造
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歳
中

　　中　千小野須　樋押成五森根　砂岡　福江岡　宇賀大岡　加　牛　月
下岸央永田代田川田原田広澤田春藤切山沢中
優讐拓を

人と也や
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来き花か

え
　
　
り
　
　
な

江
里
菜

　
た
く
　
み

　
拓
未

　
け
ム
　
た

　
建
太

川
涼
平

　
ま
　
　
み

　
真
実

　
ひ
と
　
み

　
仁
美

大ぎ

稀者

男男　女女　女　女　男　男男　女　男
子子　子子　子　子　子　子子　子　子

（
浩

（
直

央齋切切沢肇す坦三
和患
彦ホ

　　勝　　浩　　武行　　建収　　　　　　　　　　　　一　　　男　　一　　司雄　　二
）　　　　　　　 ）　　　　　　　 ）　　　　　　　）　　）　　　　　　　）

達
也

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

中
届
出
　
　
　
　
（
　
）
保
護
者

12，440

町民のうごき

12，420

12，400

人／戸

3，660

3，640

3，620
3月　4月　5月　6月

加
男
女
蹄

6月1日現在

12，433人

6，115人

6，318人

3，667世帯

一1

十5

－6

－1

平成7年　救急車出動状況

救急出動状況 5　月 累　計

交　　　　　　　通 3件 29件

一　　般　　負　　傷 2件 7件

急　　　　　　病 17件 72件

そ　　　の　　　他 4件 13件

合　　　　　　計 26件 121件
（11）



　　　　かず　　　き
橋　本　一　輝ちゃん勇

　平成6年9月24日生

両親∫茂さん
　　し富恵さん　樋春

　歯もまだ生えていないし

ハイハイも方向転換程度。

食欲や好奇心は旺盛で誰に

も愛想よく、大器晩成型？

丈夫で元気に育ってね。

　　　　れい　　　か
神　山　玲香ちゃん＠
　平成6年8月17日生

両親∫謙二さん

　　し和代さん　　小江川

　つたい歩きやハイハイで

毎日元気に遊んでいます．

　笑顔を，忘れず、元気で心

の優しい女の子に育ってほ

しいです。

　　　　ま　　　き

下田真紀ちゃん鱈
　平成6年9月13日生

両親∫健治さん

　　モ裕美子さん　成　沢

　お兄ちゃん、お姉ちゃん

と少し年が離れているので

とてもかわいがってもらっ

ています。自転車の前に乗

って走るのが大好き！

　　　　ゆう　　き
川崎雄規ちゃん男
　平成6年10月3日生

両親廓塁ん野原

　雨の日も、風の日もお外

が大好きなやんちゃ坊主で

す。健康で、がまん強い子

になってもらいたいと思い

ます。∂

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

や
さ
し
い
豆
腐
の
作
り
方

橋
本
芙
美
子
さ
ん
（
御
正
新
田
）

▼
材
　
料

　
大
豆
…
：
：
：
…
…
：
…
・
…
五
〇
〇
g

　
に
が
り
…
…
…
…
⊥
五
～
二
〇
9

　
水
…
…
…
…
…
：
：
・
・
大
豆
の
一
〇
倍

　
　
　
ゆ

▼
作
り
方

①
大
豆
は
よ
く
洗
い
一
〇
倍
の
水
に
八

　
～
十
時
間
つ
け
置
き
、
ざ
る
に
上

　
げ
水
を
切
り
ま
す
。
つ
け
汁
は
使
用

　
す
る
の
で
取
っ
て
置
き
ま
す
。

②
ミ
キ
サ
ー
に
大
豆
と
大
豆
の
一
．
五

　
倍
の
水
を
入
れ
三
～
五
分
か
け
ま
す
。

③
①
の
つ
け
汁
を
沸
騰
さ
せ
②
を
加
え

　
木
杓
子
で
か
き
混
ぜ
ま
す
。
ふ
き
こ

　
ぽ
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
食
用
油
を
た

　
ら
し
十
～
十
五
分
、
青
臭
み
が
消
え

　
る
ま
で
、
よ
く
煮
ま
す
。

④
③
を
さ
ら
し
の
袋
に
入
れ
強
く
絞
る

　
（
熱
い
の
で
ゴ
ム
手
袋
等
を
使
用
）

⑤
に
が
り
を
三
倍
の
水
で
溶
き
ま
す
。

⑥
豆
乳
が
七
十
八
度
に
な
っ
た
ら
⑤
の

　
に
が
り
を
加
え
静
か
に
、
ま
ん
べ
ん

　
な
く
混
ぜ
ま
す
。
ふ
た
を
し
十
～
十

　
五
分
お
き
ま
す
。
　
（
豆
乳
の
温
度
が

　
急
に
下
が
ら
な
い
よ
う
工
夫
す
る
）

⑦
表
面
が
固
ま
り
か
け
た
ら
ぬ
れ
布
巾

　
を
敷
い
た
枠
へ
移
し
、
三
〇
〇
g
位

　
の
重
石
を
乗
せ
二
十
分
位
お
き
ま
す
。

⑧
枠
ご
と
水
の
中
に
入
れ
静
か
に
豆
腐

　
を
取
り
出
し
ま
す
。

　
豆
腐
枠
の
代
用
　
ざ
る
と
な
べ
ぶ
た

●

　
昨
年
の
夏
が
猛
暑
だ
っ
た
の
で
、
こ

の
真
夏
日
と
い
う
言
葉
は
す
っ
か
り
お

な
じ
み
に
な
り
ま
し
た
ね
。
ご
存
じ
の

よ
う
に
、
一
日
の
最
高
気
温
が
摂
氏
三

十
度
を
超
え
る
日
の
こ
と
で
す
。
そ
し

て
、
真
冬
日
は
、
同
じ
く
最
高
気
温
が

零
度
未
満
の
日
で
す
。
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聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
正
式
な
気
象
用

語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
日
の
最
低

気
温
が
二
十
五
度
以
上
の
日
の
こ
と
で

す
。
最
低
気
温
は
夜
か
ら
朝
方
に
か
け

て
出
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
熱
帯
夜
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
昨
年
の
猛
暑
で
真
夏
日

は
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

八
月
を
例
に
と
っ
て
、
一
昨
年
の
冷
夏

と
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
平
成
六
年
）
　
（
同
五
年
）

（
場
所
）

札
幌
東
京
大
阪
高
松
那
覇

十
回
二
十
七
回

三
十
一
回

三
十
一
回

三
十
回

　
こ
の
よ
う
に
大
阪
と
高
松
で
は
、

日
が
真
夏
日
で
し
た
。
気
象
庁
で
は
昨

年
の
夏
の
天
候
を
、
高
温
、
猛
暑
、
少

雨
、
水
不
足
と
特
徴
づ
け
て
い
ま
す
。

　
夏
は
食
中
毒
の
多
い
季
節
で
す
。
七
月

は
、
「
夏
季
食
品
一
斉
取
締
り
月
間
」
で
す
。

家
庭
で
も
、
食
品
の
取
扱
い
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

一
回

十
回
二
十
回

十
四
回

三
十
一
回

　
　
　
毎

（12）




